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令和６年度『小竹こども園』園児募集について 

 

  令和６年度小竹こども園の園児を募集します。 

  募集期間は、令和５年１２月１日（金）～令和５年１２月２８日（木）です。 

 

～小竹こども園は、幼保連携型認定こども園です～ 

・小学校就学前の子どもに幼児教育・保育を提供します。 

０歳児から小学校就学前の子どもが、同じ環境の下で、一貫した教育・保育を受けられます。 

 

募集定員  １８０人（各認定区分ごとに定員があります。） 

年齢 生 年 月 日 認定 定員内訳 

 

小竹こども園を利用する場合は、お子さんの年齢・保育の希望の有無により、１号・２号・３号の

認定区分があります。 

認定区分 

認定区分 認定区分の対象 認定区分の内容 

１号 満３歳以上 教育標準時間 

２号 
満３歳以上 

保育を希望 
保育標準時間・保育短時間 

３号 
満３歳未満 

保育を希望 

 

※児童が満３歳になり３号認定から２号認定へ変わる際は、町で認定の変更を行います。 

ただし、保育の有無により２号認定から１号認定へ、１号認定から２号認定への変更を希望され

る場合は、保護者からの手続きが必要となります。 

 ※保育を希望する場合は、「保育を必要とする理由」に該当することが必要です。 

 

 

５歳児 平成３０年４月２日～平成３１年４月１日 １号 

・ 

２号 

１号：４５人 

２号：８０人 
４歳児 平成３１年４月２日～令和２年４月１日 

３歳児 令和２年４月２日～令和３年４月１日 

２歳児 令和３年４月２日～令和４年４月１日  

３号 
４６人 

１歳児 令和４年４月２日～令和５年４月１日 

０歳児 令和５年４月２日～概ね生後６ヶ月経過の乳児 ９人 



 

2 

 

１ 教育保育の目標 

 

 

 

 

童については、１号認定児・２号認定児を混合した年齢別クラス編成で幼児教育・保育を行い

ます。 

 

２ 教育・保育時間（イメージ図） 

3・4・5 歳児は、わくわくルーム、 

0・1・２歳児は、りんごルームで過ごします。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お昼寝、休息 

登園開始  りんごルームで早朝保育 

・おやつ 

・保育時間 

（年齢に応じた保育） 

０～２歳児３号認定 ３～５歳児２号認定 ３～５歳児１号認定 

７：００ 

８：３０ 
登園開始 

 
 
・保育室や外で遊ぶ 

・教育・保育時間 

（年齢に応じた教育・保育） 

９：３０ 

１１：３０ 

・給食開始 

・給食開始 

 

・保育室や外で遊ぶ 

１２：００ 

１２：３０ 

１３：３０ 

１４：００ 

必要に応じて 

一時預かり保育 
１５：００ 

・起床   ・おやつ 

・身支度  ・保育室や戸外で遊ぶ 

１７：００ 

１７：１５ 

１８：００ 

１９：００ 閉  園 

 

お昼寝 

○ 基本的な生活習慣と自立する力を培い、健康な心と体を育てる。 

○ いろいろな体験を通して、豊かな感性と創造性を育てる。 

○ さまざまな人とのかかわりのなかで、信頼と思いやる気持ちを育てる。 

○ 経験したことや考えたことを言葉で表現し、相手の話を聞く力を育てる。 

○ 身近な環境にかかわり、興味や関心を持ち、豊かな心情や思考力の芽生えを育てる。 

わくわくルームに
移動 

各教室に移動 

降 園 

 

延長保育 

・居残り保育 

・順次降園 
りんごルーム居残り

保育室に移動 

居残り保育室に
移動 
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３ 休園日 

日曜日 

国民の祝日に関する法律に規定する休日 

 

休園協力日 

12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日までの日 

 

※１号認定については上記のほかに以下も休園になります。 

土曜日 

学年始休園日 ４日１から４月５日まで 

夏季休園日  ７月２１日から８月３１日まで 

冬季休園日  １２月２５日から翌年１月７日まで 

学年末休園日 ３月２５日から３月３１日まで 

    

ご協力をお願いします。 

 

 

４ 利用者負担額 

・１号・２号認定児は無償 

（ただし、２号認定については満３歳になった年度の翌年度から無償） 

・３号認定児は児童の属する世帯の所得額に応じて金額が設定されます。 

詳しくは、９ページをご覧ください。 

 

 

５ 一時預かり（幼稚園型：在園児対象） 

保護者の就労形態の多様化に伴う一時的な保育、育児疲れ解消、急病や入院等に伴う一時的な保育

など需要に応じた保育サービスを提供します。詳しくは、７ページをご覧ください。 
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６ 給 食 

全園児に給食を実施します。年２回の愛情弁当の日は、お弁当の準備をお願いします。 

＜０～２歳児＞ 園内の調理室で調理を行います。 

おやつは午前と午後の２回です。 

＜３～５歳児＞ 月曜日から金曜日までは学校給食共同調理場（給食センター）で調理を行います。 

２号認定児が登園する土曜日、春休み等は園内の調理室で調理を行い提供します。 

２号認定児のおやつは午後１回です。 

＜給食費＞ 

・１号認定の給食費は、月額３，２００円（８月を除き毎月徴収します。） 

・２号認定の給食費は、月額４，５００円（毎月徴収します。） 

   ・３号認定児の給食費は利用者負担額に含まれています。 

 

ただし、児童の属する世帯の所得額に応じて免除される場合があります。詳しくは、８ページをご

覧ください。 

 

 

７ 通園バス 

・遠隔地から通園する場合に無料で利用できます。 

・満３歳になった日から利用できます。 

・通園バスを運行することが危険と判断された場合は運行を中止します。 

（中止の場合は、園から利用者へ、電話又はメール配信などにより連絡します。） 

 

 

８ お問い合わせ先 

・小竹こども園   小竹町大字勝野２７４６番地１ 
わくわくルーム 電話０９４９－６２－３８５５ 

りんごルーム  電話０９４９－６２－０１８７ 

 

   ・小竹町役場福祉課 小竹町大字勝野３１６７番地１ 

             電話０９４９－６２－１２１９ 
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申込みの流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

         

 

 

 

 

  

申込み手続き  

① 令和５年 12 月 １日（金） 

  

令和５年 12 月 2８日（木） 

（土日を除く） 

 

【入園申し込み期間】 

●必要なもの 

・子どものための教育・保育給付認定申請書兼入園申込書 

※児童１人につき１枚 

・保護者及び児童のマイナンバーが確認できる書類 

・保護者の本人確認書類（運転免許証等） 

※小竹町役場福祉課に提出して下さい。申請書は小竹町役場福祉課

及び小竹こども園に準備しています。小竹町のホームページから

ダウンロードもできます。 

※小竹こども園に在園している園児のきょうだい児の申し込みに

ついては、小竹こども園に提出することができます。 

1 月末までに結果を通知します。 

・入園決定となった場合「利用決定通知書」 

・入園保留となった場合「保育利用保留通知書」 

 

※３号認定児には、「利用者負担（保育料）決定通知書」も併せて

送付します。 

 

※１・２号認定児のうち、給食費免除対象児童保護者には、「副食

費徴収免除のお知らせ」を送付します。 

④ 令和６年４月１日（月） 

【入園式】 

※年度途中の入園を希望される場合、入園希望月の前月１５日（１５日が土日祝日の場合は、

その直前の平日）までに必要書類等を小竹町役場福祉課へ提出ください。 

② 令和６年１月中 

【入園選考】 

入園決定 入園保留 

③ 令和６年２月２４日（土） 

【入園説明会】 

用品販売、面接 

               

～ 
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子どものための教育・保育給付認定申請書 兼 入園申込書 

 

 

 

保育を必要とする理由によっては、次のいずれかに区分されます。 

保育の必要量の区分 基準となる就労などの時間 

保育標準時間（最長１１時間まで） １か月当たりの就労などの時間が１２０時間以上の場合 

保育短時間（最長８時間まで） １か月当たりの就労などの時間が４８時間以上１２０時間未満の場合 

○保育を必要とする理由が「疾病・障害」や「介護・看護」、「就学」の場合、保護者からの申立書により確認

し「標準」または「短時間」を決定します。 

○保育を必要とする理由が「求職活動」や「育児休業」、「その他」の場合、原則として「短時間」となります。 

保育を必要とする理由 証明する書類 

［就 労］ 

・自宅外で仕事をしている（月４８時間以上の勤務） 

・自宅内でお子さんと離れて日常の家事以外の仕事をしている 

〇就労証明書・・・勤務先等で証明 

※自営業、農業の場合も含む 

［妊娠、出産］ 

・妊娠中または産後である 

（認定期間は出産予定日６週間前から出産後８週間を経過する

日の翌日が属する月末まで） 

〇母子健康手帳（写） 

［育児休業取得中の継続利用］ 

・育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続

利用が必要である 

〇就労証明書 

〇母子健康手帳（写） 

［求職活動（起業準備含む）］ 

・求職活動（起業準備を含む）をしている 

（両親ともに求職活動の場合は、保育を必要とする理由として認

められません。また、認定期間は、認定日から９０日目となる

日が属する月末まで） 

〇求職活動支援機関等利用証明書 

〇求職中を証明する書類 

（ﾊﾛｰﾜｰｸｶｰﾄﾞ（写）等） 

［就 学］ 

・就学している（職業訓練校等における職業訓練を含む） 
〇在学証明書など 

［保護者の疾病・障がい］ 

・保護者が病気または障がいがある 
〇診断書（役場指定の様式） 

［親族の介護・看護］ 

・同居または長期入院などしている親族の介護・看護をしている 
〇診断書（役場指定の様式） 

［災害復旧］ 

・震災、風水害、火災その他の災害の復旧に当たっている 
〇罹災証明書など 

［虐待やＤＶのおそれがあること］ 
・虐待やＤＶのおそれがある 

〇入園に関する申立書 

〇虐待やＤＶのおそれがあること

を証明する書類 

そのほか、上記に類する状態として町長が認める場合 

必要な書類（全員） 
 

保育を希望する場合に必要な書類（２号・３号認定申請） 
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３歳、４歳、５歳は、９時００分～１４時００分までです。 

  

 

 

  

教育時間以外に保育の利用が必要な場合は、一時預かり事業を行っています。 

利用時間、利用料金については、下の表をご覧ください。 

登 園 日 利 用 時 間 利 用 日 数 利用料金 

平 日 14：00～1８：00 月２５日以内 

１時間 ２００円 
春休み等 8：30～1８：00 

夏季(7/21～8/31) 

６日以内まで 

冬季(12/25～翌 1/7) 

３日以内まで 

学年末・学年始 

(3/25～４/５) 

３日以内まで 

【新２号認定について】 

  保護者の就労等により、１号認定児の保育の必要性が認められる場合は、別途申請手続きにより新

２号区分の認定を行います。新２号認定を受けた児童が一時預かりを利用した場合には、月額 11,300

円（日額上限 450 円）までの利用料が無償となります。 

 

 

 

 

０歳（生後６か月すぎ）～５歳   

保育標準時間 ８時３０分～１８時００分 

 保育短時間  ８時３０分～１６時３０分 

※就労等の都合により早朝からの保育が必要な児童に対し、７時から保育を行っています。 

 

 

 

 

短時間児は１６時３０分から、標準時間児は１８時から１９時までの保育は延長保育として実施し

ます。 

申請書の提出と下記の利用料が必要となります。 

利用料金   １時間 ２００円 

一時預かり事業（１号認定） 
 

教育時間（１号認定） 
 

教育・保育時間（２号・３号認定） 
 

延長保育（２号・３号認定） 
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 （共 通） 

月 １，１００円×１２か月・・・・・１３，２００円 

（内 訳）みつば会費（保護者会費）360 円 

絵本代 440 円 

クラス費（ｱﾙﾊﾞﾑ代・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ代）300 円 

 ※上記金額については、変更になる場合があります。 

 別途、体操服や通園リュック等を購入していただきます。 

 

 

  

 

  次のいずれかに該当する世帯は、給食費が免除となります。 

   ➀世帯の市町村民税割課税額による免除 

    ・１号認定児の場合 市町村民税所得割課税額が 77,101 円未満 

    ・２号認定児の場合 市町村民税所得割課税額が 57,700 円未満 

   ➁多子免除 

・市町村民税にかかわらず、世帯の小学校 3 年生以下の範囲において、 

     最年長のお子さんから３人目以降は０円となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の費用 
 

給食費の免除について（１号・２号認定） 
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３号認定［こども園（保育標準時間・保育短時間）］ 

（単位:円） 

各月初日の支給認定保護者の属する世帯の階層区分 利用者負担額（月額） 

階層 区分（税額） 保育標準時間認定 保育短時間認定 

第1 生活保護法による被保護世帯等 0 0 

第2 第１階層を除き、当該年度分の 

市町村民税非課税世帯 

0 0 

第3 第１階層及び第２

階層を除き、当該

年度分の市町村民

税の所得割課税額

の区分が次の区分

に該当する世帯 

48,600円未満 
16,500 
(7,600) 

16,400 
(7,600) 

第4A 48,600円以上 

72,800円未満 

21,000 
(7,600) 

20,700 
(7,600) 

第4B 

-1 

72,800円以上 

77,101円未満 

25,500 
(7,600) 

25,100 
(7,600) 

第4B 

-2 

77,101円以上 

97,000円未満 

25,500 25,100 

第5A 97,000円以上 

133,000円未満 

31,600 31,200 

第5B 133,000円以上 

169,000円未満 

37,800 37,300 

第6A 169,000円以上 

235,000円未満 

44,800 44,200 

第6B 235,000円以上 

301,000円未満 

51,800 51,000 

第7 301,000円以上 

397,000円未満 

58,000 57,100 

第8 397,000円以上 62,000 61,100 

給食費は利用者負担額に含まれています。 

 

※税額が不明の場合（確定申告等をされていない方など）は、仮の保育料額として最高階層区

分で算定されます。 

 

【ひとり親世帯等について】 

   上記表の（ ）内の記載は、ひとり親世帯等（母子・父子家庭や障害者（児）のいる世帯）の利

用者負担額です。 

市町村民税が 77,101 円未満のひとり親世帯等については、第２子以降は０円となります。 

 

【多子軽減について】 

同一世帯の複数のお子さんがこども園、幼稚園、保育園等を利用する場合、利用者負担額の軽

減措置があります。小学校３年以下の範囲において、最年長のお子さんから順に２人目は半額、

３人目以降は０円となります。ただし、市町村民税 57,700 円未満の世帯については、多子軽減

における対象の年齢制限はなく、生計が同一のきょうだいを最年長から順に第１子、第２子とか

ぞえ、第２子を半額、第３子以降は０円となります。 

利用者負担額について（３号認定） 
 


